
令和２年６月３０日 

与那原町 

 

 

『与那原未来戦略「綱がるプロジェクト」に関する覚書』の締結について 

 

 

 与那原町（町長 照屋 勉）は、みやまパワーHD株式会社（福岡県みやま市：取締

役 CEO 磯部 達）（以下、みやま PHD社）が実施する与那原未来戦略「綱がるプロジ

ェクト」を側面支援するため、みやま PHD社と『与那原未来戦略「綱がるプロジェク

ト」に関する覚書』を締結します。 

 

綱がるプロジェクトとは・・・・ 

 「自然エネルギー（太陽光発電）」と「電気自動車」活用して、環境問題に取り組みながら地

域課題の解決を図るまちづくりのプロジェクトです。地域で電気を作り、地域で電気を使い、地

域で電気を循環させられる環境にやさしい持続可能なスマートシティ与那原を目指します。 

そのため、今年度は、以下の実証調査を行います。 

①町内 100 世帯に太陽光発電パネルを設置し、与那原町の環境下における発電量の調査（電気

を作る） 

 ②町内 100 世帯の電力使用状況（いつ、何に、どれくらいの電気量を使っているのか）の調査

（電気を使う） 

③プリウス PHV 10 台および COMS(1 人乗り電気自動車) 10 台を町内に導入し、一定期間町民

に貸し出しを行い、その使用状況の調査（電気を使う、循環させる） 

 これからの結果を用いて、自然エネルギーと電気自動車を組み合わせた最適なエネルギーマ

ネジメントの在り方を検討します。 

 

覚書の概要 

目 的 与那原町とみやま PHD社が、緊密に連携するために必要な基本事項を定め、

本プロジェクトの円滑な実施に取り組むこと 

内 容 与那原町とみやま PHD 社は、相互に協力して本プロジェクトが円滑に進む

よう努めるものとし、相互の役割は次に掲げるとおりとする。 

（１）与那原町は、本プロジェクトが円滑に進むよう住民への周知や広報

等の支援を行う。 

（２）みやま PHD 社は、本プロジェクトを統括し、プロジェクトの進捗管

理、関係各所との調整及び実施に関する庶務全般を行う。 

期 間 令和２年６月３０日～令和４年３月３１日 

 


